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●機器操作の習得
●科学的な理解
●資料収集・作成

●教師による資料
の拡大提示
●児童生徒の発表
●デジタル教材の
活用

●児童生徒の学び合い
●意見交換や発表
●テレビ会議等での交流
●観察、見学の記録
●体育など実技での活用

●アプリケーション、教材の配信
●成果物の共有・活用

総合教育センター

総合教育センター様は、教師がICTを活用
して授業するための支援や、各校の校務
システムのデータを一元的に管理している。

●教材作成
●資料の収集

個別学習 一斉学習 協働学習 教師による活用

（ ）電子黒板＋
書画カメラ
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プロフェッショナルディスプレイ

▲電子黒板に書画カメラとパソコンの組み合わせによるICTシステムを活用した授業例。黒板の延長にディスプレイが並ぶように、中学校では65V型を採用。

市内小・中学校すべての普通教室に電子黒板＋書画カメラを常設。
ICTシステムを活用した質の高い姫路市の教育環境を構築。

兵庫県姫路市教育委員会様は2008年に「魅力ある姫路の教育創造プログラム」を策定し、
小中一貫教育に代表される独自の教育改革を推進しています。
その一環として、2013年に市内全中学校35校の普通教室にICTシステムの導入を決定され、
当社65V型マルチタッチスクリーンディスプレイを電子黒板として採用いただきました。

姫路市教育委員会 様
姫路市立東光中学校
 ●所 在 地 / 兵庫県 姫路市
 ●納 入 年 / 2013年4月
 ●納入会社 / パナソニック システムネットワークス株式会社

● 「魅力あるまちづくり」のため、教育改革に着手。
姫路市様では2006年3月の周囲4町との合併にあわせて、新しい
街づくりのための総合計画と抜本的な教育改革構想の立案に着手。
同年9月に「市民1万人アンケート」を実施したところ、教育に対して
高い関心を持たれている結果が得られました。そこで、2008年に教育
改革構想「魅力ある姫路の教育創造プログラム」（以下「教育創造
プログラム」）、2009年に市総合計画「ふるさと・ひめじプラン2020」
を策定。「学校教育の質を向上させることで、姫路の魅力を高め、
少子化の進行を抑える」というビジョンを関係者間で共有すること
となりました。
そして2009年、モデル校において、この「教育創造プログラム」に
沿った小中一貫教育をスタート。2011年には、市内すべての小中
学校において実施となりました。

● パソコン教室と普通教室を連携するICT活用環境を確立。
姫路市教育委員会様では、「教育創造プログラム」の策定以前から
教育のICT化に積極的に取り組まれていました。1991年、市内全
中学校にパソコン教室を整備されたのを皮切りに、すべての小学校
へのパソコン教室整備、校務のIT化などを進められました。
「教育創造プログラム」制定後は、国の「スクール・ニューディール
構想」なども後押しとなり、学校教育のICT化が加速。2011年、市内
全小学校69校の普通教室に、当社製大画面テレビとタッチスクリー
ンシステム、書画カメラで構成したICTシステムを導入。パソコン教室
と普通教室を連携して授業を行うといった、現在に継承される「姫路
スタイル学校ICT活用環境」の基礎を構築されました。

導入の経緯
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ディスプレイ導入決定の理由

▲英作文を拡大表示してプレゼンテーション。姫路市の子どもたちは、このような発表の体験を
小学校から何度も経験しているため、自己表現力が高められている。

▲黒板とは別にディスプレイタイプの電子黒板を採用することで、双方を併用できる。これにより、
電子黒板に映った教材にマーキングをして、用語説明を黒板に板書するなどの使い分けが可能。

● 導入した小学校で高く評価されたICTシステム。
小学校に導入したICTシステムにおいては、
１．板書したものを残せる黒板と、教材を拡大表示して書き込める
ICTシステム、それぞれの特性を活かして併用することで、これまで
以上に「わかる授業」を行うことができる。

２．教科書などを簡単に拡大して表示できるため、模造紙作成などの
時間を削減でき、教師の負担軽減のみならず、児童とふれあう
時間を増やすことが可能。

３．大画面ディスプレイを活用したプレゼンテーションを児童に体験
させることが、表現力の向上につながっている。

など、学校教育の中で常に効果的に活用されています。

● さらに、中学校へのシステム導入により、
効果的な小中一貫教育の体制を整備。
教育委員会様では、2011年にスタートした小中一貫教育をより
シームレスに行うために、学校間での情報共有の仕組みづくりや、
設備環境を統一することの必要性を感じられていました。
特に、小・中学校を通じて生徒が同じ環境で学習できるよう、先に
小学校に導入されたICTシステムと同様のシステムを中学校にも
整備することは急務となっており、2013年度事業として学校教育の
情報化推進を計画。市内の全中学校すべての普通教室に電子
黒板を中心としたICTシステムを導入することに加え、少人数（4名）
グループでの協働学習に活用する、タブレット型パソコンの全小・
中学校導入も決定されました。
これにより ●1人1台のパソコンで、個別学習を行う「パソコン教室」
●グループでの協働学習や意見交換、発表などに活用する「タブ
レット型パソコン」　●大画面の電子黒板や書画カメラを活用して、
一斉学習を分かりやすく行う「普通教室」が市内全小・中学校に整備
され、これらを連携して授業を行う「姫路スタイル学校ICT活用環境」
を構築されました。

● マルチタッチスクリーンディスプレイの採用で、
「いつでも、使いたいときに、すぐ使える」を実現。
ICTシステムに使用する映像表示装置の選定にあたっては、特に以
下のポイントを重視されました。
●「普段づかい」ができること
授業で必要になった際、すぐに使えることは必須。そのため、システムを教室
に常設することは最低条件。ただし、明るい教室でも気にすることなく、すぐ
に使えること。また、タッチパネルシステムの位置合わせなどの設定も利便性
を損ねる。
「いつでも使えるから活用される。すぐに使えないものは活用されない。」を
鉄則として機器を選定。

●既存の黒板をそのまま使えること。
教師はぞれぞれ、授業の進め方、スタイルを持っており、ノウハウを蓄積して
いる（＝経験）。そのため、黒板とICTシステムを併用することができるように、
黒板を隠さずに設置できる表示装置を選定。

●堅牢であること。
教室に常設するために、万が一、児童がぶつかったりしても壊れずに使える
ものであること。
この3点は、小学校へのICTシステム導入要素となっており、中学校
でのシステム導入においても重要視されたポイントでした。今回、これ
らの選定基準をクリアする、当社マルチタッチスクリーンディスプレイ
が採用されました。
また、中学校への導入にあたり、黒板の延長として違和感のない
大きさから、画面サイズは65V型を採用いただきました。



授業での使用例

▲教師が作成したオリジナル動画を使っての授業は、生徒の興味を高める有効な教材となった。

▲教師が毛筆で書く様子を書画カメラで撮影して、
電子黒板に拡大表示。筆運びをわかりやすく学ぶ
ことができる。

▲実験の様子を書画カメラで撮影して電子黒板に
表示。画面に直接書き込めるので、注目すべき
ポイントを明示できる。

▲電子黒板導入により、デジタル教科書を使用可能。従来の教科書と異なり、ビデオや音声
などのさまざまなコンテンツを含んでいるため、テーマを掘り下げた、密度の高い授業が行える。

●使いたいときに、すぐ使える電子黒板が
さまざまな授業で活躍。
クラスの担任教師が全ての教科を指導する小学校に比べ、各学科
ごとに担当の教師が変わる中学校教育では、すべての教室に同じ
設備が整っていることは、より大きなメリットになります。
授業の様子を取材した姫路市立東光中学校様では、以下のように電子
黒板を核としたICTシステムを積極的に活用して授業を行われています。
●教科書や資料など、教材を拡大表示
教科書や資料などを書画カメラで撮影して、電子黒板に拡大表示。
ポイントの部分にマーキングをしながら授業を進めます。これにより、
重要な箇所を明確に生徒に示せます。
●生徒の作品を表示してプレゼンテーション
書画カメラで生徒の作文などを電子黒板に表示して、プレゼン
テーションを行います。事前準備なしに、すぐ実施できるので、多く
の生徒に発表の機会を与えられます。教師は表示された画面に書
き込みを加えて解説を行うことで、クラス全員で学ぶことができます。
●動画やデジタル教科書など、新しい教材を用いた授業
システム導入により、動画再生がとても容易になりました。例えば、
電子黒板で英会話の動画を再生することで、進行形や過去形
などの時制をわかりやすく教えることができます。特に、動画は生徒
の興味を強く惹きつけるようで、皆、とても集中して見入っています。
また、デジタル教科書の活用も進んでいます。デジタル教科書は
動画や音声などのコンテンツを含んでいるため、これまでの教科書
に比べて、さらに掘り下げた、深みのある授業を実現します。
●書画カメラで、さまざまなものを拡大表示
平面物の撮影以外にも書画カメラを応用。例えば、教師が毛筆の
手本を書く様子を撮影して、電子黒板に表示することで、筆さばき
をわかりやすく教えることができます。また、理科の実験装置を撮影
しながら、実験の様子や結果をリアルタイムに電子黒板に表示
して、クラス全員で見ることができます。

●タブレットパソコンを活用した体育の授業
体育の授業では、タブレット型パソコンで子どもの動きを撮影し、
教室に戻って電子黒板で再生。普段はなかなか見ることのでき
ない自分の姿を大画面で確認しながら、動きを視覚的にとらえる
ことができます。

●パソコン教室とタブレットパソコンを連携させてグループワーク
「姫路スタイル学校ICT活用環境」では、子どもが1人1台の
ノートパソコンを使えるパソコン教室で各自の成果物、作品を
制作します（個別指導）。普通教室では、4人1台で割り当てら
れるタブレット型パソコンを使用してグループワークを行い（協議
学習）、電子黒板でプレゼンテーションを行う（一斉学習）ことで、
各ICT機器のそれぞれの特性を活かして学習できる環境を構築
しています。

●学校間をネットワークするコラボレーション授業
市内に導入されている校務用システムにはテレビ会議機能が
搭載されており、他の小・中学校に接続可能。各教室に常設さ
れている書画カメラをwebカメラとして使用して、離れた学校間
とのコラボレーション授業を実現します。例えば、他校にいる
ALT（外国語指導助手）のネイティブスピーカーと、遠隔で授業
を行えます。

●インターネットを授業に活用
電子黒板ではインターネット画面も表示できます。そこで英語の
授業では、海外の様子を画面に表示して、ライブ感のある教材
として活用しています。

プロフェッショナルディスプレイ システムレポート vol.94 姫路市教育委員会 様 
姫路市立東光中学校 兵庫県 姫路市 2013年4月 納入

■電子黒板と書画カメラの連携例

毛筆の
筆運びを
拡大表示

実験の
様子を
拡大表示

ほかにも市内の小・中学校では、ICTシステムを
多彩に活用して授業が行われています。
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●所在地 兵庫県姫路市国府寺町80　●URL http://www.himeji-hyg.ed.jp/index.cfm/29,0,177,html
■ 姫路市立東光中学校様のプロフィール

保護者にもご理解いただいた
ICTシステムの効果。
姫路城東側に位置する姫路市立
東光中学校様は、1947年、当初
は姫路城内に開校され、1953年、
現在地に移転されました。
同校が毎年実施している保護者ア
ンケートには「子供は楽しくわかりや
すい授業を受けているようだ」という
設問があり、「当てはまる」という回
答が、ICTシステム導入前（2012
年度）は53％だったのに対し、
2014年度には69％まで増加して
おり、ICTシステムの導入・活用の
効果を垣間見ることができました。

● ICTシステム導入で市の魅力が高まり、少子化の進行を抑制。
パソコンを使用せずに書画カメラの映像を表示して、画面に書き込みができる
当社製マルチタッチスクリーンディスプレイについて「教師が操作を意識する
ことなく、日常的に使える」と高い評価をいただきました。65V型という画面サイ
ズも、黒板の延長線上に電子黒板を設置することができるため、双方を共存
させた授業を行いやすいと満足いただいています。
「一部のモデル校や教室だけにICTシステムを導入していたら、限られた教師
しか活用できません。いつでも気軽に、すべての教師が使用できる環境を構築
することで、全教師が積極的にシステムの活用に取り組むことができます。また、
テレビ会議のようなネットワークを学校間で構築できるため、当市での教育に
おける特長のひとつ『小中一貫教育』の効果をさらに高めることができます。」
と市内の小・中学校すべての普通教室にシステムを導入された効果をお話し
いただきました。
姫路市様における教育ICT拡充の目的のひとつに「少子化の進行を抑える」
というテーマがあります。「ホームページなどで小中一貫教育や積極的なICT
システム導入の取り組みなどをご存じになり、転勤を機に移住されたという話を
複数例聞いています。」と教育改革が地域活性化のひとつとして結び付いて
いる実例もご紹介いただきました。

導入を終えて

パナソニック株式会社 AVCネットワークス社
ビジュアルシステム事業部
〒571-8503　大阪府門真市松葉町2番15号

指導主事 井上 幸史 様（写真）
係長 柳井 克文 様

今回、取材にご協力いただきました

姫路市教育委員会
姫路市立総合教育センター
教育研修課 研修企画･ICT係

係長  原 秀樹 様

姫路市 総務局総務部
情報政策課
マイナンバー制度･最適化担当

校長  石原 義行 様
姫路市立東光中学校

教諭  秋山 容洋 様
姫路市立東光中学校

● 授業に対する生徒の興味が高まる。教師の意識も高まる。
双方がメリットを享受できるICTシステムに満足。
授業の様子を取材させていただきました、姫路市立東光中学校 石原校長様
からは「ICTシステムの導入により、生徒の興味が高まる授業を行えるようになり、
生徒の顔つきが明るくなりました」と、システム導入後の変化の様子を教えて
いただきました。また、全クラスにシステムが導入されているので、教師が積極的
に活用の研修会などに参加しており、意識の高まりを感じられているそうです。
実際にICTシステムを活用して授業を行われる秋山教諭様からは、メリットとして
●教師が板書をしている間は、生徒の待ち時間になってしまう。ICTシステム
の導入後は、事前準備していた資料を表示できるため、板書の量を大幅
に減らすことができる。
●作文など、生徒の作品を拡大して表示することで、優れた表現などの紹介
や注意すべきポイントを画像でクラス全員と共有できる。
●表示した映像に書き込みを加えることができるため、言葉だけでは伝わり
にくいことも、生徒に明確に示せる。

といった点を挙げていただきました。
さらに「授業中、黒板を軽く叩いて重要なポイントなどを強調することがあります。
電子黒板を使用時にも、注意しているのですが、無意識に叩いてしまうことが
ありますが、衝撃に強い設計になっているということを聞いて安心しました。（笑）」
と当社ディスプレイの堅牢設計にも満足いただきました。

2013年4月 納入
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